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取扱説明書型 

名

お買い上げありがとうございます。
ご使用の前にこの「取扱説明書」と「安全上のご注意」をお
読みのうえ、正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」（４～６ページ）は必ずお読みいた
だき、安全にお使いください。
お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必
要なときお読みください。
製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際
は本機に製造番号が正しく記されているか、またその製
造番号と保証書に記載されている製造番号が一致してい
るかお確かめください。
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本機は、ミキシング機能付きワイヤレスマイクです。
4 系統の入力を持ち、有線マイクや、ポータブルCD、MD な
どの音声をミキシングして送信することができます。

800 MHz 帯 B 型 PLL シンセサイ
ザー方式を採用
30 波の周波数設定が可能です。

内蔵型アンテナを採用
アンテナ破損の心配がありません。

AC 電源または乾電池での動作が可能
電源は、付属のAC アダプター、または単3 形乾電池（2 本）
の2 電源方式です。
※ 電池は、アルカリ乾電池をおすすめします。

コンパクトに収納できる本体マイクを
装備
本体のみで放送が可能です。

外部マイク入力 4 系統（2 系統はライ
ン入力に切り換え可）を装備
マイク放送や、ポータブルCD、MD プレーヤーなどの音声
の再生ができます。

ミューティングスイッチを装備
入力3、4 には「ミューティングスイッチ」を装備。呼び出し
放送などで一時的にBGM などの音量を下げたいときに便
利です。

録音出力を装備

省電力設計
単3形アルカリ乾電池2本で約15時間使用できます。

特長

この取扱説明書の見かた　　　　　 
■本文中の記号の見かた
ご注意 操作上の注意が書かれています。

メモ 機能や使用上の制限など、参考になる内容が
書かれています。

参考ページや参照項目を示しています。

■本書の記載内容について
●本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部、また
は全部を弊社に無断で転載、複製などを行うことは禁
じられています。

●本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商
標、または登録商標です。本書では TM、R 、C などの
マークは省略してあります。

●本書に記載されたデザイン、仕様、その他の内容につ
いては、改善のため予告なく変更することがあります。
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ご使用前に「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。特に「安全上のご注意」は、必ずお読みいただき、安全にお
使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる所に大切に保管してください。

●この「安全上のご注意」は、オーディオ、ビデオなど機器全般についての内容を記載していますので、お客様がお持ちの機器に
よっては、該当しない項目が含まれる場合があります。

■万一、次のような異常が発生したときは、
そのまま使用しない
火災や感電の原因となります。
・煙が出ている、へんなにおいがするなどの
異常のとき。

・画面が映らない、音が出ないなどの故障の
とき。

・内部に水や物が入ってしまったとき。
・落としたり、キャビネットが破損したとき。
・電源コードが傷んだとき。（芯線の露出、断
線など）
このようなときは、すぐに電源を切り、電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。
煙が出ているときは、止まったのを確かめて
から販売店に修理を依頼してください。
お客様ご自身が修理することは危険です。絶
対にやめてください。

■不安定な場所に置かない
ぐらついている台の上や傾いた所に置かない
でください。落ちたり、倒れたりしてけがをす
る原因となります。

■表示された電源電圧（交流 100V）以外で
使用しない
火災や感電の原因となります。

■この機器の裏ぶた、カバー、キャビネット
は外したり、改造しない
内部には電圧の高い部分があり、火災や感電
の原因となります。内部の点検、修理は販売店
に依頼してください。

安全上のご注意

絵表示について
この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様
や他の人々への危害や財産の損害を未然に防止するための表示です。絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。

この表示（文字含む）を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています

この表示（文字含む）を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発
生が想定される内容を示しています

絵表示の説明
●注意（警告を含む）が必要な
ことを示す

●してはいけない行為（禁止
行為）を示す記号

●必ずしてほしい行為（強制
・指示行為）を示す記号

一般的注意 感電注意 注意

接触禁止 分解禁止 水ぬれ禁止

ぬれ手禁止 一般的指示電源プラグを抜く水場での
使用禁止

手をはさまれ
ないよう注意

警告
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■この機器の上に水の入ったもの（花びん、
植木鉢、コップ、化粧品、薬品など）を置か
ない
機器の内部に水が入ると、火災や感電の原因
となります。

■雷が鳴り出したら、アンテナ線や電源プ
ラグに触れない
感電の原因となります。

■電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因
となります。
・電源コードを加工しない。
・無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり
しない。

・電源コードの上に機器本体や重いものをの
せない。

・電源コードを熱器具に近づけない。

■医療機器の近くで使用しない
電磁波で医療機器に影響を与えることがあり
ます。本機の電源を必ず切ってください。

■電源取り扱いを誤ると、電池が液もれし
たり、発熱や破裂して、火災、けがや周囲
を汚す原因となりますので、次のことを
お守りください。
･ 電子レンジや高圧容器に入れない。
･ 電池の使用、充電中、保管時に異臭を発し
たり、発熱したり、変色、変形その他、今
までと異なることに気付いたら、機器から
とり外し使用を中止する。
･ 万一、もれた液体が目に入ると、失明の恐
れがあるので、こすらないですぐにきれい
な水で十分洗った後、すぐに医師の治療を
受けてください。また、電池の液が皮膚や
衣服に付着した場合は、皮膚に障害をおこ
すことがありますので、すぐにきれいな水
で洗い流してください。

■乾電池は充電しない
電池の液もれ、破裂により火災やけがの原因
となります。

■次のような場所に置かない
火災や感電の原因となることがあります。
・湿気やほこりの多い所
・調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が
当たる場所

・熱器具の近くなど
・直射日光が当たって温度が上がる所
・窓ぎわなど水滴の発生しやすい所

■この器機の上に重い物を置かない
重いものや本体からはみ出るような大きな物
を置くと、バランスがくずれて倒れたり落ち
たりして、けがの原因となることがあります。

■この器機の上に乗らない、ぶら下がらない
倒れたり、こわれたりしてけがの原因となる
ことがあります。特に小さいお子様のいるご
家庭では注意してください。

■長期間使用しないときは、電源プラグを
抜く
安全および節電のため、電源プラグを抜いて
ください。

■お手入れするときは電源プラグを抜く
感電の原因となることがあります。

■電源プラグはコードの部分を持って抜か
ない
電源コードを引っ張ると、コードに傷がつき、
火災・感電の原因となることがあります。プラ
グの部分を持って抜いてください。

■ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない
感電の原因となることがあります。

■移動するときは、電源プラグや接続コー
ド類を外す
接続したまま移動すると、コードに傷がつき、
火災や感電の原因となることがあります。

警告

注意
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■専用ACアダプターを使う
指定以外のものを使用すると火災や感電の原
因になることがあります。

■電池を機器内に挿入する場合は、極性表
示（プラス とマイナス の向き）に注意
し、機器の表示どおり正しく入れる
間違えますと電池の破裂、液もれにより、火
災・けがや周囲を汚す原因となることがあり
ます。

注意
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保管および使用場所
■次のような場所に置かない
誤動作や故障原因になります。
･ 許容動作温度（0℃～ 40℃）範囲外の 暑いところや
寒いところ

･ 許容動作湿度（30% ～ 80%）範囲外の湿気の多いと
ころ

･ 変圧器やモーターなど強い磁気を発生するところ
･ トランシーバーや携帯電話など電波を発生する機器の
近く

･ ほこりや砂の多いところ
･ 振動の激しいところ
･ 窓ぎわなど水滴の発生しやすいところ
･ 放射線やＸ線、および腐食性ガスの発生するところ

取り扱いについて
■機器を重ねて使用しない
お互いの熱やノイズの影響で誤動作したり故障したり、火
災の原因となることがあります。

■本機の上に物を置かない
テレビモニターのような重いものや、本機からはみ出るよ
うな大きなものを置くとバランスが崩れて倒れたり、落ち
たりしてケガの原因になることがあります。

■本機の上に乗らない、ぶら下がらない
倒れたり、こわれたりしてけがの原因となることがありま
す。特に小さいお子様には注意してください。

■本機の上に水の入ったもの（花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、
薬品など）を置かない
機器の内部に水が入ると、火災や感電の原因となります。

■内部に物を入れない
通風孔などから、金属類や燃えやすいものなどが入れると
火災や感電の原因となります。

お手入れについて
■本機はやわらかい布でふいてください。
シンナーやベンジンでふくと表面が溶けたり、くもったり
します。汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤を布
につけてふき、あとでからぶきしてください。

移動について
■移動するときは接続コード類を外す
移動するときは、電源を切り、必ず電源プラグをコンセン
トから抜いてください。
コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあます。

省エネについて
■長時間使用しないときは、安全および節電のため、電源プ
ラグを抜いてください。

電源コードについて
■電源コードの上に重いものを乗せたり、コードを本機の下
敷きにしない。
コードが傷ついて、火災・感電の原因となります。

使用上のご注意について
■このワイヤレスミキサーは電波法に規定される技術基準
適合証明品です。機器にその証明番号（証明ラベル）が貼っ
てあります。傷つけたりはがしたりしないでください。

■分解や改造は法律で禁じられています。

■床に落としたり、かたい物に当てたりしないでください。
故障の原因となります。

■夏の閉めきった車内のような温度の高い所や、湿度の高い
所に置かないでください。故障の原因となります。

■汗や海水のかかる所では使用しないでください。故障の原
因となります。

■汚れたときは、乾いた布で軽くふいてください。汚れがひ
どいときは、薄めた中性洗剤をしみこませた布で軽くふい
てから、からぶきしてください。ベンジン、シンナー、化学
ぞうきんは絶対に使用しないでください。

■ワイヤレスミキサーを使用している近くで携帯電話を使
用しないでください。ノイズが入ることがあります。

正しくお使いいただくための
ご注意
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上面

A 本体マイク
使用時はアームを起こして口元にマイクをセットします。

B 本体マイク /入力1音量調節つまみ
本体マイクまたは入力1に接続したマイクの音量を調節し
ます。
※入力1にマイクが接続されているときは、入力1のみの
音量調節となります。

C 入力表示シール貼付部
付属の入力表示シールを使用してください。

D チャンネルシール貼付部
付属のチャンネルシールを使用してください。

E ピーク表示灯
過大入力時に赤色に点灯します。点灯しないように、音量を
調節してください。

F 入力２、３、４音量調節つまみ
それぞれの入力端子に接続した機器の音量を調節します。

G 電源表示灯（バッテリーチェッカー）
･ 電源スイッチをONにすると緑色灯が点灯します。
･ 乾電池使用時はバッテリーチェッカーとして働きます。
（ 11 ページ）
･ グループ・チャンネルの誤設定のときに点滅します。
（  10 ページ）

H ミューティング（音量ダウン）スイッチ
押すと入力3、4に接続された機器の音量が下がります。（減
衰量20 dB）もう一度押すと、元に戻ります。

I ミューティング表示灯
ミューティングスイッチON時にオレンジ色に点灯します。

J 本体マイクスイッチ
押すと本体マイクがONになり、もう一度押すとOFFにな
ります。
※入力1にマイクが接続されているときは、このスイッチ
は機能しません。（本体マイクは使用できません。）

K 本体マイク表示灯
本体マイクON時にオレンジ色に点灯します。
※入力1にマイクが接続されているときは、本体マイクス
イッチを押しても点灯しません。

各部の名称とはたらき

入力1
本体マイク

本体マイク

ミューティング
電源

EF

WM-PM30 WIRELESS MIXER

入力2 入力3 入力4

ピーク

大小大小大小大小

A B C

F

G

HIJK

D

E
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後面

L 録音出力端子
MD、テープレコーダーなどを接続します。（最大0 dBV 、不
平衡、ステレオミニジャック）
※接続にはステレオミニプラグをお使いください。モノラル
ミニプラグを接続するとレベルが低下します。

M 入力3、4端子
マイク：
有線マイクを接続します。
（－54 dBV 、2 kΩ、不平衡、フォンジャック）
ライン：
ポータブルCDプレーヤーなどを接続します。
（－16 dBV 、10 kΩ、不平衡、ステレオミニジャック）
※マイクとラインの両方に接続した場合は、マイクが優先に
なります。

N マイク入力1、2端子
有線マイクを接続します。
（－54 dBV 、2 kΩ、不平衡、フォンジャック）

O 本体マイク入力端子
本体マイクのプラグが接続されています。
（－46 dBV 、600Ω、不平衡、ミニジャック）
※入力1にマイクが接続されているときは、本体マイクは
使用できません。

側面

P 電源スイッチ
押す（ ）と電源が入り、もう一度押す（ ）と電源が切れます。

Q 電源入力コネクター
AC電源で使用するときは、付属のACアダプターを接続し
ます。
※ACアダプターを接続すると、乾電池が入っていても、AC
アダプターが優先になります。

底面

R 証明ラベル
電波法の技術基準適合証明ラベルです。傷つけたり、はがし
たりしないでください。

S 電池カバー

T 送信出力切換スイッチ
（ 15ページ）

U 設定用ドライバー

V チャンネル設定スイッチ
（ 10ページ）

W グループ設定スイッチ
（ 10ページ）

ご注意
● AC アダプターの接続をはずしたり、コンセントから抜
いたりするときは、必ず電源スイッチを切ってくださ
い。電源スイッチを入れたまま行うと、雑音が出ること
があります。

L

M N

O

0 dBV=1 V

P Q

VW

R

S

U

T

＜電池カバー内＞
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準備完了

1 電源を切り、底面にある電池カバーをはずす。

2 グループ設定スイッチおよびチャンネル設定ス
イッチの矢印を、設定したいグループ・チャンネル
番号に、付属の設定用ドライバーで合わせる。

3 電池カバーを元どおりに取り付ける。

準備の流れ

Step1

グループ番号とチャンネル番号を設定する
 10ページ

電池カバー内のスイッチでグループ番号・チャ
ンネル番号を設定します。

Step2
乾電池を入れる  11ページ
ご使用になる乾電池はアルカリ乾電池をおすす
めします。

Step3
接続する  12ページ
MD、テープレコーダー、ポータブルCDプレー
ヤーなどを接続します。

グループ番号とチャンネル番号
を設定する

ご注意
●電源を入れたままグループ番号とチャンネル番号を設
定しても送信周波数は変わりません。

ご注意
●「周波数表」にないグループ、チャンネルに設定しても送
信できません。誤った設定や、確実な設定がされていな
い（番号と番号の間など）状態で電源を入れると、電源表
示灯（緑色灯）が点滅＊して異常を知らせます。もう一度
確認して設定し直してください。
＊乾電池動作時は、そのときの電池の消耗状態を示す表
示灯が点滅します。

1

2

10
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■周波数表 * （下記以外の組み合わせでは使用できません）

※工場出荷時はB31に設定されています。

周波数の見かた
● 使用するグループを 1 ～ 6 から選び、同一グループの中
から最大6 波を選びます。

● スイッチの設定の項目にある2 桁の数字は、左がグループ
番号、右がチャンネル番号を表します。

■800MHz 帯ワイヤレスマイクロホンのチャンネル
呼称について

電池はアルカリ電池をおすすめします。

1 電源を切り、底面にある電池カバーをはずす。

2 電池収納部の（＋）と（－）の表示に合わせて、単 3 形
乾電池（2 本）を入れる。

3電池カバーを元どおりに取り付ける。

スイッチの
設定

最大同時使用波数

周波数
(MHz)

6 波
グループ

1 2 3 4 5 6
11 B11 806.125
21 B21 806.250
12 B12 806.375
22 B22 806.500
31 B31 806.625
41 B41 806.750
32 B32 806.875
23 B23 807.000
13 B13 807.125
61 B61 807.250
33 B33 807.375
42 B42 807.500
51 B51 807.625
14 B14 807.750
24 B24 807.875
43 B43 808.000
52 B52 808.125
34 B34 808.250
53 B53 808.375
25 B25 808.500
35 B35 808.625
54 B54 808.750
26 B26 808.875
15 B15 809.000
44 B44 809.125
36 B36 809.250
45 B45 809.375
16 B16 809.500
55 B55 809.625
46 B46 809.750

ご注意
●グループ1 ～ 4 は 6 チャンネルまで、グループ5 は5
チャンネルまで、グループ6 は1 チャンネルのみの設定
となります。

●本機とワイヤレスチューナーは必ず同じグループ、チャ
ンネルに設定してください。設定が本機とチューナーで
異なると受信しません。

（例）  Ｂ  3  1
グループ内のチャンネル番号
を表す
グループ番号を表す
800 MHz 帯を表す

乾電池を入れる

メモ
乾電池の交換時期
バッテリーチェッカーは、電池の消耗に伴い次第に緑色灯
が薄くなり、赤色灯が点灯を始めます。赤色灯だけが点灯
する状態になったら、新しい乾電池と交換してください。
※AC 電源で使用しているときは、常時緑色灯が点灯して
います。

乾電池の使用時間の目安

乾電池の種類 連続使用時間

アルカリ乾電池 約15時間

マンガン乾電池 約　5時間
11
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各機器を接続する

AMD、テープレコーダーなどの録音端子へ
（ステレオミニプラグ）
BポータブルCDプレーヤーなどへ
（ステレオミニプラグ）
C有線マイクへ

D本体マイクのプラグが接続されています。

ACアダプターを接続する接続する

ご注意
●有線マイクのプラグは、必ず単頭（不平衡）フォンプラ
グ、またはプラグ内で不平衡接続した複式フォンプラグ
をご使用ください。複式（平衡）フォンプラグでは、入力
の優先切り換えや拡声レベルが正しく動作しません。

●入力 3、4 は、マイクとラインの両方に接続した場合は、
マイクが優先になります。

＜後面＞

A D

B
C

ご注意
●ＡＣアダプターの接続を外したり、コンセントから抜い
たりするときは、必ず電源スイッチを切ってください。
電源スイッチを入れたまま行うと、雑音が出ることがあ
ります。

＜側面＞

ACアダプター（付属品）
AC100 V、
50 Hz/60 Hz
コンセントへ
12
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本体マイクを使用するとき

本体マイクを使用しないとき

上手な使いかた
■本体マイクと口元の距離
マイク部は口元から5 cm 程度離すようにすると、音の明瞭
性が良くなります。

■本機とワイヤレスマイクの距離
ワイヤレスマイクを使用するときは、本機とワイヤレスマイ
ク間の距離を50 cm 以上離して使用してください。近づけ
過ぎると、混信したり、音が途切れたりすることがあります。

■本機と受信アンテナの距離
本機と受信アンテナの距離は、3 m 以上（送信出力2 mW 
時は2 m 以上）＊離して使用してください。距離が近過ぎる
と、混信したり、誤動作したりすることがあります。やむをえ
ず近づけて使用する場合は、ワイヤレスチューナーのアンテ
ナアッテネーターを入れることをお勧めします。
＊アンテナの設置場所や同軸ケーブルの長さにより異なり
ます。

使用例

ご注意
●マイク入力 1 端子にマイクロホンが接続されていると
きは、本体マイクは使用できません。マイク入力 1 端子
に何も入力されていないことを確認してからお使いく
ださい。

入力1
本体マイク

本体マイク

ミューティング
電源

EF

WM-PM30 WIRELESS MIXER

入力2 入力3 入力4

ピーク

有線マイク
（別売品）

ポータブル
カセット
プレーヤー
（別売品）

ポータブルCD
プレーヤー
（別売品）

ワイヤレスチューナー（別売品）

ワイヤレスアンテナ（別売品）

大小大小大小大小

WT-894-B
3 4

入力1
本体マイク

本体マイク

ミューティング
電源

EF

WM-PM30 WIRELESS MIXER

入力2 入力3 入力4

ピーク

有線マイク
（別売品）

ポータブル
カセット
プレーヤー
（別売品）

ポータブルCD
プレーヤー
（別売品）

大小大小大小大小

ワイヤレスチューナー（別売品）

ワイヤレスアンテナ（別売品）

WT-894-B
3 4
13
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操作をする前に次のことを確認してください。
● 本機とワイヤレスチューナーのグループおよびチャンネ
ルが同じ番号に設定されていることを確認してください。

● 付属の AC アダプターが本機と AC100 V コンセントに
正しく接続されている、または単3 形乾電池（2 本）が正し
く入っていることを確認してください。

● 各音量調節つまみは、最小の位置にあることを確認してく
ださい。

● 使用する機器（有線マイク、ポータブルＣＤプレーヤーなど）
を接続してください。

本体マイクから放送するとき

1 電源スイッチを入れる。

2 本体マイクのアームを起こしてマイクを口元に
セットする。

3 本体マイクスイッチを押す。
本体マイク表示灯が点灯します。

4 本体マイク音量調節つまみを時計方向に回して適
切な音量に調節する。

5 マイクに向かって話す。
6放送が終わったら本体マイク音量つまみを最小に戻
す。
7本体マイクスイッチを押してマイクを切る。
本体マイク表示灯が消灯します。

8 すべての放送が終わったら、電源スイッチを切る。
電源表示灯が約1秒後に消灯します。

操作のしかた

ご注意
●マイク入力 1 端子にマイクロホンが接続されていると
きは、本体マイクは使用できません。マイク入力 1 端子
に何も入力されていないことを確認してからお使いく
ださい。

入力1
本体マイク

本体マイク

ミューティング
電源

EF

WM-PM30 WIRELESS MIXER

入力2 入力3 入力4

ピーク

大小大小大小大小

入力1
本体マイク

本体マイク

ミューティング
電源

EF

WM-PM30 WIRELESS MIXER

入力2 入力3 入力4

ピーク

大小大小大小大小

音量調節つまみ

ミューティング(音量ダウン)スイッチ
14
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本体マイク以外から放送するとき
1 電源スイッチを入れる。

2 各音量調節つまみを時計方向に回して適切な音量
に調節する。

3マイク放送をする。
4放送が終わったら各音量調節つまみを最小に戻す。
5 すべての放送が終わったら、電源スイッチを切る。
電源表示灯が約1秒後に消灯します。

便利な機能（ミューティングスイッチの使いか
た）
ミューティングスイッチを押すと、入力3、4 に接続された
機器の音量が小さくなります。（減衰量20 dB）
例えば入力1、2 を使用してマイク放送をするとき、ミュー
ティングスイッチを押すことにより、入力3、4 に接続して
いるBGM などの音量を簡単に一定量減衰させることがで
きます。

送信出力は「6 mW」または「2 mW」に切り換えることがで
きます。
アンテナまでの距離が近い場合や混信の恐れがある場合は
「2 mW」に設定してください。工場出荷時は「6 mW」に設定
されています。（  13 ページ）

送信出力切換スイッチに
ついて

＜本機底面の電池カバー内部＞

＜送信出力切換スイッチ＞
15
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こんなときは

症　状 確かめるところ 対処のしかた
乾電池を使用のとき、電源スイッチを
ONにしても電源表示灯（緑色灯、赤色灯
とも）が点灯しない。

電池の極性は正しいですか？ 電池を正しく入れ直してください。
電池は消耗していませんか？ 新しい電池と交換してください。

AC電源で使用のとき、電源スイッチを
ONにしても電源表示灯（緑色灯、赤色灯
とも）が点灯しない。

ACアダプターのコネクターが抜けてい
ませんか？

ACアダプターのコネクターをしっかり
差し込んでください。

乾電池を使用のとき、電源スイッチを
ONにすると電源表示灯の赤色灯が点灯
する。

電池が消耗しています。 新しい電池と交換してください。

電源スイッチをONにすると電源表示灯
が点滅する。（そのときの電池の消耗状態
を示す表示灯が点滅します。）

周波数表にないグループ、チャンネルに
設定されていませんか？

「周波数表」を見て、グループ、チャンネル
を設定し直してください。

設定スイッチの矢印が番号と番号の間で
止まっていませんか？

設定スイッチの矢印を設定番号に合わせ
てください。

電源スイッチをONにしてもワイヤレス
チューナーの受信表示灯が点灯しない。
（受信しない。）

本機とワイヤレスチューナーは同じグ
ループ、チャンネルに設定されています
か？

本機とワイヤレスチューナーを同じグ
ループ、チャンネルに設定し直してくだ
さい。

同時に使用している他のワイヤレスマイ
クと混信する。

他のワイヤレスマイクとグループは同じ
番号に、チャンネルは異なる番号に設定
されていますか？

「周波数表」を見て、グループ、チャンネル
を設定し直してください。

本機と他のワイヤレスマイクの距離が近
づき過ぎていませんか？

本機と他のワイヤレスマイクの間隔は
50 cm以上離して使用してください。

本機が受信アンテナに近づき過ぎていま
せんか？

本機は受信アンテナから3 m以上
（6 mW時）または2 m以上（2 mW時）
離して使用してください。

本体マイクから音が出ない。 マイク入力1にマイクが接続されていません
か？

マイク入力1に接続しているプラグを
抜いてください。

本体マイクのプラグが抜けていません
か？

プラグを確実に差し込んでください。

本体マイクスイッチを押しても本体マイ
ク表示灯が点灯しない。

マイク入力1にマイクが接続されてい
ませんか？

マイク入力1に接続しているプラグを
抜いてください。
16
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保証書の記載内容ご確認と保存について
この商品には保証書を別途添付しております。
保証書はお買い上げ販売店でお渡ししますので所定事項の
記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してくだ
さい。

保証期間について
保証期間は、お買い上げ日より 1 年間です。保証書の記載内
容により、お買い上げ販売店が修理いたします。なお、修理保
証以外の補償はいたしかねます。
故障その他による営業上の機会損失は補償致しません。その
他詳細は保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご相
談ください。修理によって機能が維持できる場合はお客様の
ご要望ににより有料にて修理いたします。

サービス窓口
･下記URL をご覧ください。
  http://www3.jvckenwood.com/pro/service.html
･カスタマーサポートセンター（045-939-7320）

サービスについてのお問い合わせ先
修理・保守・設置工事については、お買い上げ販売店または最
寄りのサービス窓口にご相談ください。

修理を依頼されるときは
お買い上げ販売店、またはサービス窓口に次のことをお知ら
せください。

商品廃棄について
この商品を廃棄する場合は、法令や地域の条例に従って適切
に処理してください。

保証とアフターサービス

品名 ：ワイヤレスミキサー
型名 ：WM-PM30

お買い上げ日 ：
故障の状況 ：故障の状態をできるだけ具体的に
ご住所 ：
お名前 ：
電話番号 ：
17



その他

LST0376-001C.book  18 ページ  ２０１６年６月１３日　月曜日　午後８時０分
* 0 dB=1 V
※本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更するこ
とがあります。

仕様

電源 ：AC100 V、50 Hz/60 Hz
（DC4.5 V、AC アダプター）
DC3 V（単3 形乾電池× 2）、2 電源方式

消費電流 ：100 mA（AC アダプター／乾電池使用時）
無線局の種類 ：特定小電力無線局ラジオマイク用無線設備
電波形式 ：F3E
発振方式 ：水晶制御PLL シンセサイザー方式
送信周波数 ：806.125 MHz ～ 809.750 MHz

（125 kHz 間隔の30 波）
送信出力 ：6 mW/2 mW
総合周波数特性：マイク： 150 Hz ～ 12,000 Hz ± 3 dB

ライン： 80 Hz ～ 12,000 Hz ± 3 dB
プリエンファシス：50 μs
入力等価雑音 ：43 dB SPL 以下（A カーブ）
変調感度 ：± 5 kHz

マイク：－74 dB*
ライン：－40 dB*、1 kHz、音量VR 最大

最大入力音圧 ：110 dB SPL
（音量ボリューム最大、± 40 kHz 偏移時）
120 dB SPL
（音量ボリューム7 目盛り、± 40 kHz 偏
移時）

入力 ：マイク：（1～4）
－54 dB*、2 kΩ、不平衡、
フォンジャック（入力1 ～ 4）
ライン：（3、4）
－16 dB*、10 k Ω、不平衡、
ステレオミニジャック（L ＋ R モノラル、
入力3、4 切り換え）
本体マイク（切換式）：
－46 dB*、600 Ω、不平衡、
ミニジャック（入力1 切り換え）
※定格入力レベルは音量ボリューム最大、
入力音圧94 dB SPL となる入力レベ
ル

録音出力 ：0 dB* 最大、不平衡、
ステレオミニジャック（L ＋ R モノラル）

本体マイク ：単一指向性コンデンサーマイクロホン
付帯機能 ：折りたたみ収納式本体マイク

（入力1 外部マイク接続時は使用不可）
本体マイクスイッチ
（本体マイクに対し有効）
ミューティングスイッチ：減衰量20 dB
（入力3、入力4 に対し有効）

表示 ：電源・バッテリー残量、入力オーバー表示、
本体マイク表示

電池持続時間 ：約15時間（アルカリ乾電池）、
約5時間（マンガン乾電池）

アンテナ ：内蔵型

使用温度範囲 ：0 ℃～40 ℃
仕上げ ：上ケース：

 ABS 樹脂、グレイシュブルー
下ケース： 
ABS 樹脂、ライトグレー
本体マイク：
ポリアセタール樹脂、ライトグレー

寸法 ：166 mm× 66 mm× 166 mm
（幅×高さ×奥行）
※マイク収納時、突起部含む

質量 ：540 g
添付物・付属品 ：取扱説明書（本書）×1

保証書×1
ACアダプター×1
チャンネルシール×1
入力表示シール×1
設定用ドライバー×1
（本体電池カバー内部にあります）
18
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ご相談窓口におけるお客様の個人情報は、お問合せへの
対応、修理およびその確認に使用し、適切に管理を行い、お
客様の同意なく個人情報を第三者に提供または開示するこ
とはありません。

携帯電話・PHS

一部のIP電話など

FAX

固定電話

0570-010-114
045-450-8950
045-450-2308

0120–2727–87
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